
研究会報告

擬一次元導体(TMTSF)2C104の高磁場における

異常な超伝導とFFLO状態の可能性

擬一次元的な電気伝導性を持つ(TMTSF)2Xは、 1.5K付近で超伝導転移を示す。特徴

的な軸として、導電性の最も高いa軸、それに垂直かつ導電直に平行なb'軸、導電菌に垂
重なグ軸がある。この系では、H"b'軸のときに超缶導転移線が低温でパウリリミットHpを
大きく超え発散的振舞いを示すこと[1]や超缶導状態で NMRナイトシフトが変化しないこと

[2]が報告され、スピン 3 重要超伝導の可能性が指摘されていた。一方、最近

(TMTSF)2CI04のNMRナイトシフトが超缶導相内で減少する[3]と報告されており、スピン1

重項状態の可能性の再検討が必要である。実捺、 FFLO状態を考嘉することで、スピン 1

重項超伝導であってもHc2の大きな発散は説明できる。

我々はベクトル型マグネット装置を用いて磁場方向を精密制御し、常圧下で超長導を示

す(TMTSF)2CI04の超伝導才ンセット温度五on剥の磁場方向依存性を研究している。我々

はこれまでに

(1) Tc onsetから決めた H・7相留上での超伝導のオンセット曲線が、HllaとH11 b'のど

ずれでも、パウリリミット Hp(-26 kOe)を大きく超えて抵温で上昇すること(国 1)、

(2) Hp以上で7con誠の導電語内磁場方向依存性の霊

対称軸が変化すること、

(3) 40 kOe以上の超伝導状態はHllaでも H11 b' 
でも不純物散乱に非常に敏惑なこと〈函 1)、

(4) H 11 aのHp以上での超伝導状態iま議場を導電
面から数度チルトすると完全に破壊されてしまう

が、Hllb警の超伝導状態は磁場のチルトに対し

て安定であること、

を見出した[4]0(3)の結果は FFLO状態が不純物数誌

に敏感に揖制されるという理論的指摘と一致する。ま

た(2)や(4)は、 Fermi亜の大きな異方性によってFFLO

の波数ベクトル qFFlOが a軸に近い方向に固定されて
いることが 7honsetの異方性や磁場のチルトIこ対する応

答の遣いを生んでいる、という解釈が可髭である。講

演ではこれらの結果を紹介し、 (τMTSF)2CI04での

FFLO状態の可能性について議論したい。
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函 1: (TMTSF)2CI04の超伝導
相留のサンプル依存性。高磁場

の超伝導状態は高純度のサン

プルのみで観測できる。
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